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１２課 偽教師への対処 
9 月 19 日 

 

安息日午後 9 月 12 日 
  

暗 証 聖 句  

わたしたちの戦いの武器は、肉のものではなく、神のためには要塞をも破壊
するほどの力あるものである。わたしたちはさまざまな議論を破り、(Ⅱコリ
ント 10:4、口語訳)  

わたしたちの戦いの武器は肉のものではなく、神に由来する力であって要塞
も破壊するに足ります。わたしたちは理屈を打ち破り、 (Ⅱコリント 10:4、新共
同訳)  

今週の聖句  

Ⅱコリント 10:1～17、エレミヤ 9:24、Ⅱコリント 11:1～15、22～28、 
Ⅱコリント 12:20、21、Ⅱコリント 13:5 

今週のテーマ  

パウロはすでに多くの問題を抱えていたにもかかわらず、さらにもう一つ、対処
しなければならない問題が生じました。教会内の偽教師という問題です。偽教師
たちはパウロとその働きに反対していました。さらに悪いことに、彼らは、コリントの
教会員たちを誘惑していたのです。パウロは、この問題に対する戦いを霊的な戦
いと呼んでいます。 

それは誇張でしょうか。決してそうではありません。パウロは、結局のところ、こ
れらの人々が自分にではなく、キリストご自身に敵対していることを知っていたの
です。彼は、部下に対する自分の権力や権威を正当化するために、自分の評判を
維持することにこだわるような、自己陶酔的な指導者ではありませんでした。彼
は、宣べ伝えるよう自分に託されたメッセージが生死に関わるものであり、永遠の
結果を伴うことと、自分が神ご自身によってそのために遣わされたことも知ってい
ました。「神の御心によって召されてキリスト·イエスの使徒となったパウロ」〔口語訳

「神の御旨により召されてキリスト・イエスの使徒となったパウロ」〕(Ⅰコリ 1:1)。 
偽りの教えに関して、教会は聖書の権威に基づき、愛をもって、しかし断固とし

た態度で行動すべきです。福音のメッセージは、魂に永遠の希望を与えるために、
損なわれることなく純粋なまま保たれなければなりません。 
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Ⅰコリ 1:1 （新共同訳） 
1:1 神の御心によって召されてキリス
ト・イエスの使徒となったパウロと、兄
弟ソステネから、 

 Ⅰコリ 1:1 （口語訳） 
1:1 神の御旨により召されてキリスト・
イエスの使徒となったパウロと、兄弟ソ
ステネから、 

 

日曜日 9 月１３日  霊的な戦い 
 

問１ Ⅱコリント 10:1～11を読んでください。コリントの信徒へのパウロの対処におけ
る優しさは、時として弱さと混同されることがありました。この箇所のどんな言
葉や表現が、コリントの偽教師の問題に立ち向かうパウロの勇気を示している
でしょうか。 

 

パウロは、Ⅱコリント10章を次のように非常に個人的な内容で始めています。
「さて、……このパウロが、……あなたがたに願います」〔口語訳「さて、……このわたしパ

ウロが、……あなたがたに勧める」〕(Ⅱコリ 10:1)。 
この言葉は、教会に浸透していた偽りの教えを彼がどれほど憂慮していたかを

示しています。Ⅱコリント10:1におけるパウロの言葉は、彼が遠方から手紙を書く
ときは恐ろしい暴漢のようだが、直接人々に会って応対するときは哀れな臆病者
のようだという敵対者たちの非難に皮肉を込めて言及するものです(同 10:10、11)。
パウロは、弱さのように見えるものを、キリストの力強い優しさと心の広さ（寛大さ）

と見るべきだと応じています。 
偽教師たちには、大胆さと確信をもって立ち向かわねばなりませんが(Ⅱコリ 

10:2)、そこにはキリストの心の広さ（口語訳：寛大さ）(同 10:1)が伴うべきです。イエスは
かつて、「わたしは柔和で謙遜な者だ」〔口語訳「わたしは柔和で心のへりくだった者で

ある」〕(マタ11:29)と言われました。しかし、イエスはまた、神殿で両替人の台をひっ
くり返し、彼らを強盗と呼んで、大胆に立ち向かわれました(同 21:12、13)。さらに、
ファリサイ派の人々（パリサイ人）を偽善者、白く塗った墓だと、面と向かって非難され
ました(同 23:23～27)。イエスと同様に、パウロも、私たちが神のあらゆる武具を用
いる必要のある霊的な戦いの中にいることを知っていたのです(エフェ〔エペ〕6:12～17)。 

Ⅱコリント10章において、パウロは軍事的な言い回しを用いていますが(Ⅱコリ 

10:3～6)、それは命がかかっていたからです。これは単なる人間同士の戦いではな
く、人々をキリストに勝ち取るための神の戦いなのです。このことに関連して、あら
ゆる偽りの主張や高慢な意見は、神の言葉に基づいて正面から対処され、打ち砕
かれなければなりません。そうすることで、「あらゆる思惑をとりこにしてキリストに
従わせ(る)」〔口語訳「すべての思いをとりこにしてキリストに服従させ（る）」〕(同 10:5)のです。 

この霊的な戦いにおいて、パウロはキリストの権威によって行動していますが、
この権威の目的は、打ち倒すことではなく、造り上げる〔口語役：倒すためではなく高

める〕ことです(Ⅱコリ 10:8)。霊的指導者にとって、自分たちは神の権威によって行動
していると主張するのは容易ですが、彼らは、その権威がキリストから与えられた
ものであることを忘れてはなりませんし、キリストのように優しく謙遜でなければな
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りません。パウロがキリストから与えられた権威を主張したのは、コリントの信徒が
キリストに対する忠誠心を失いかけていると心配したからでした。 

 

【参考】英語テキストには、以下の英文があります。 

How can we be simultaneously gentle and bold when dealing with false teachers? Why 
must we be both? 

偽教師たちに対処する際、どうすれば優しさと大胆さを両立させることができるの
でしょうか。なぜその両方が必要なのでしょうか。  
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Ⅱコリ 10:1～11 （新共同訳） 
10:1 さて、あなたがたの間で面と向かっ
ては弱腰だが、離れていると強硬な態度
に出る、と思われている、このわたしパ
ウロが、キリストの優しさと心の広さと
をもって、あなたがたに願います。 
10:2 わたしたちのことを肉に従って歩
んでいると見なしている者たちに対して
は、勇敢に立ち向かうつもりです。わた
しがそちらに行くときには、そんな強硬
な態度をとらずに済むようにと願ってい
ます。 
10:3 わたしたちは肉において歩んでい
ますが、肉に従って戦うのではありませ
ん。 
10:4 わたしたちの戦いの武器は肉のも
のではなく、神に由来する力であって要
塞も破壊するに足ります。わたしたちは
理屈を打ち破り、 
10:5 神の知識に逆らうあらゆる高慢を
打ち倒し、あらゆる思惑をとりこにして
キリストに従わせ、 
10:6 また、あなたがたの従順が完全なも
のになるとき、すべての不従順を罰する
用意ができています。 
10:7 あなたがたは、うわべのことだけ見
ています。自分がキリストのものだと信
じきっている人がいれば、その人は、自
分と同じくわたしたちもキリストのもの
であることを、もう一度考えてみるがよ
い。 
10:8 あなたがたを打ち倒すためではな
く、造り上げるために主がわたしたちに
授けてくださった権威について、わたし
がいささか誇りすぎたとしても、恥には
ならないでしょう。 

 Ⅱコリ 10:1～11 （口語訳） 
10:1 さて、「あなたがたの間にいて面と
向かってはおとなしいが、離れていると、
気が強くなる」このパウロが、キリスト
の優しさ、寛大さをもって、あなたがた
に勧める。 
10:2 わたしたちを肉に従って歩いてい
るかのように思っている人々に対して
は、わたしは勇敢に行動するつもりであ
るが、あなたがたの所では、どうか、そ
のような思いきったことをしないですむ
ようでありたい。 
10:3 わたしたちは、肉にあって歩いては
いるが、肉に従って戦っているのではな
い。 
10:4 わたしたちの戦いの武器は、肉のも
のではなく、神のためには要塞をも破壊
するほどの力あるものである。わたした
ちはさまざまな議論を破り、 
10:5 神の知恵に逆らって立てられたあ
らゆる障害物を打ちこわし、すべての思
いをとりこにしてキリストに服従させ、 
10:6 そして、あなたがたが完全に服従し
た時、すべて不従順な者を処罰しようと、
用意しているのである。 
10:7 あなたがたは、うわべの事だけを見
ている。もしある人が、キリストに属す
る者だと自任しているなら、その人はも
う一度よく反省すべきである。その人が
キリストに属する者であるように、わた
したちもそうである。 
10:8 たとい、あなたがたを倒すためでは
なく高めるために主からわたしたちに賜
わった権威について、わたしがやや誇り
すぎたとしても、恥にはなるまい。 
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10:9 わたしは手紙であなたがたを脅し
ていると思われたくない。 
 
10:10 わたしのことを、「手紙は重々しく
力強いが、実際に会ってみると弱々しい
人で、話もつまらない」と言う者たちが
いるからです。 
10:11 そのような者は心得ておくがよ
い。離れていて手紙で書くわたしたちと、
その場に居合わせてふるまうわたしたち
とに変わりはありません。 

10:9 ただ、わたしは、手紙であなたがた
をおどしているのだと、思われたくはな
い。 
10:10 人は言う、「彼の手紙は重味があっ
て力強いが、会って見ると外見は弱々し
く、話はつまらない」。 
 
10:11 そういう人は心得ているがよい。
わたしたちは、離れていて書きおくる手
紙の言葉どおりに、一緒にいる時でも同
じようにふるまうのである。 

マタ 11:29 （新共同訳） 
11:29 わたしは柔和で謙遜な者だから、
わたしの軛を負い、わたしに学びなさい。
そうすれば、あなたがたは安らぎを得ら
れる。 

 マタ 11:29 （口語訳） 
11:29 わたしは柔和で心のへりくだった
者であるから、わたしのくびきを負うて、
わたしに学びなさい。そうすれば、あな
たがたの魂に休みが与えられるであろ
う。 

マタ 21:12、13 （新共同訳） 
21:12 それから、イエスは神殿の境内に
入り、そこで売り買いをしていた人々を
皆追い出し、両替人の台や鳩を売る者の
腰掛けを倒された。 
12:13 そして言われた。「こう書いてあ
る。『わたしの家は、祈りの家と呼ばれる
べきである。』/ところが、あなたたちは
/それを強盗の巣にしている。」 

 マタ 21:12、13 （口語訳） 
21:12 それから、イエスは宮にはいられ
た。そして、宮の庭で売り買いしていた
人々をみな追い出し、また両替人の台や、
はとを売る者の腰掛をくつがえされた。 
12:13 そして彼らに言われた、「『わたし
の家は、祈の家ととなえらるべきである』
と書いてある。それだのに、あなたがた
はそれを強盗の巣にしている」。 

マタ 23:23～27 （新共同訳） 
23:23 律法学者たちとファリサイ派の
人々、あなたたち偽善者は不幸だ。薄荷、
いのんど、茴香の十分の一は献げるが、
律法の中で最も重要な正義、慈悲、誠実
はないがしろにしているからだ。これこ
そ行うべきことである。もとより、十分
の一の献げ物もないがしろにしてはなら
ないが。 
23:24 ものの見えない案内人、あなたた
ちはぶよ一匹さえも漉して除くが、らく
だは飲み込んでいる。 
23:25 律法学者たちとファリサイ派の
人々、あなたたち偽善者は不幸だ。杯や
皿の外側はきれいにするが、内側は強欲
と放縦で満ちているからだ。 
23:26 ものの見えないファリサイ派の
人々、まず、杯の内側をきれいにせよ。
そうすれば、外側もきれいになる。 
23:27 律法学者たちとファリサイ派の
人々、あなたたち偽善者は不幸だ。白く
塗った墓に似ているからだ。外側は美し

 マタ 23:23～27 （口語訳） 
23:23 偽善な律法学者、パリサイ人たち
よ。あなたがたは、わざわいである。は
っか、いのんど、クミンなどの薬味の十
分の一を宮に納めておりながら、律法の
中でもっと重要な、公平とあわれみと忠
実とを見のがしている。それもしなけれ
ばならないが、これも見のがしてはなら
ない。 
23:24 盲目な案内者たちよ。あなたがた
は、ぶよはこしているが、らくだはのみ
こんでいる。 
23:25 偽善な律法学者、パリサイ人たち
よ。あなたがたは、わざわいである。杯
と皿との外側はきよめるが、内側は貪欲
と放縦とで満ちている。 
23:26 盲目なパリサイ人よ。まず、杯の内
側をきよめるがよい。そうすれば、外側
も清くなるであろう。 
26:27 偽善な律法学者、パリサイ人たち
よ。あなたがたは、わざわいである。あ
なたがたは白く塗った墓に似ている。外
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く見えるが、内側は死者の骨やあらゆる
汚れで満ちている。 

側は美しく見えるが、内側は死人の骨や、
あらゆる不潔なものでいっぱいである。 

エフェ 6:12～17 （新共同訳） 
6:12 わたしたちの戦いは、血肉を相手に
するものではなく、支配と権威、暗闇の
世界の支配者、天にいる悪の諸霊を相手
にするものなのです。 
6:13 だから、邪悪な日によく抵抗し、す
べてを成し遂げて、しっかりと立つこと
ができるように、神の武具を身に着けな
さい。 
6:14 立って、真理を帯として腰に締め、
正義を胸当てとして着け、 
6:15 平和の福音を告げる準備を履物と
しなさい。 
6:16 なおその上に、信仰を盾として取り
なさい。それによって、悪い者の放つ火
の矢をことごとく消すことができるので
す。 
6:17 また、救いを兜としてかぶり、霊の
剣、すなわち神の言葉を取りなさい。 

 エペ 6:12～17 （口語訳） 
6:12 わたしたちの戦いは、血肉に対する
ものではなく、もろもろの支配と、権威
と、やみの世の主権者、また天上にいる
悪の霊に対する戦いである。 
6:13 それだから、悪しき日にあたって、
よく抵抗し、完全に勝ち抜いて、堅く立
ちうるために、神の武具を身につけなさ
い。 
6:14 すなわち、立って真理の帯を腰にし
め、正義の胸当を胸につけ、 
6:15 平和の福音の備えを足にはき、 
 
6:16 その上に、信仰のたてを手に取りな
さい。それをもって、悪しき者の放つ火
の矢を消すことができるであろう。 
 
6:17 また、救のかぶとをかぶり、御霊の
剣、すなわち、神の言を取りなさい。 

 

月曜日 9 月 14 日  主を誇ること 

 

きのうの研究で見たように、パウロと仲間の働き人は、自分たちの働きを霊的な
戦いとし、神の武具を用いて戦いました。きょうは、偽教師たちが人間の基準で行
動していたことを学びます。彼らは不適切に誇り、パウロはただ主を誇りました。
「誇る者は主を誇れ」〔口語訳「誇る者は主を誇るべきである」〕(Ⅱコリ 10:17)と、彼が書
いたとおりです。 

 
問２ Ⅱコリント 10:13～17 を読んでください。競争的な雰囲気は、福音を宣べ伝える

働きに、どんな害を及ぼしますか。 

 

パウロが用いた自画自賛的な言い回しは、何世紀にもわたって解釈者たちの関
心を引いてきました。しかし古代世界では、自己を誇ることは一般的な習慣であ
り、聴衆の反感を買わないよう社会的慣習によって抑制されていました。パウロは
そのような慣習を知っており、それに従っています。さらに彼は、自分の誇り方が
偽教師たちのそれとは一線を画すことを明確にしています。パウロは主を誇ります
(Ⅱコリ 10:17)。この言葉は旧約聖書からの引用です。「誇る者は、この事を誇るが
よい/目覚めてわたしを知ることを。わたしこそ主。この地に慈しみと正義と恵みの
業を行う」〔口語訳「誇る者はこれを誇とせよ。すなわち、さとくあって、わたしを知っている

こと、わたしが主であって、地に、いつくしみと公平と正義を行っている者であることを知る

ことがそれである」〕(エレ 9:23〔口語訳 9:24〕)。パウロは、エレミヤ書を引用すること
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で、焦点となっているのがキリスト、つまりキリストの慈しみと正義と恵みの業であ
ることを示しています。 

言い換えれば、パウロの誇りは、キリストにおける神の御業に焦点を合わせてい
るのです。ですから、彼の誇りは聖書的であり、それゆえ不快なものではありませ
ん。一方、パウロの敵対者たちは、互いに比較することで、競争的な雰囲気に陥っ
ていました。これは愚かなことです(Ⅱコリ 10:12)。 

Ⅱコリント10:14～16でパウロは、コリントでもコリント以外の地域でも、彼の働
きの主要な焦点が福音を宣べ伝えることであると示唆しています。イエスに対す
る愛が、キリストの死と復活に見いだされる救いの良き知らせを絶えず語るよう、
彼を駆り立てたのでした。 

コリントの偽教師たちが自己推薦していたのとは異なり、パウロは神から推薦さ
れ、適格者として認められていました(同 10:12～18)。彼は、「神の御心によって召
されてキリスト·イエスの使徒となった」〔口語訳「神の御旨により召されてキリスト・イエ

スの使徒となった」〕(I コリ 1:1)のでした。彼は生涯、この召しに忠実でした(Ⅱテモ4:7)。 
 

Ⅱコリント 10:12～18を読み直してください。教会の指導者、あるいは教会員でさえ、
どうすれば競争的な雰囲気を避けることができますか。なぜ、本当に重要でないこと
に巻き込まれやすいのでしょうか。 
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Ⅱコリ 10:12～18 （新共同訳） 
10:12 わたしたちは、自己推薦する者た
ちと自分を同列に置いたり、比較したり
しようなどとは思いません。彼らは仲間
どうしで評価し合い、比較し合っていま
すが、愚かなことです。 
10:13 わたしたちは限度を超えては誇ら
ず、神が割り当ててくださった範囲内で
誇る、つまり、あなたがたのところまで
行ったということで誇るのです。 
 
 
10:14 わたしたちは、あなたがたのとこ
ろまでは行かなかったかのように、限度
を超えようとしているのではありませ
ん。実際、わたしたちはキリストの福音
を携えてだれよりも先にあなたがたのも
とを訪れたのです。 
10:15 わたしたちは、他人の労苦の結果
を限度を超えて誇るようなことはしませ
ん。ただ、わたしたちが希望しているの
は、あなたがたの信仰が成長し、あなた
がたの間でわたしたちの働きが定められ
た範囲内でますます増大すること、 

 Ⅱコリ 10:12～18 （口語訳） 
10:12 わたしたちは、自己推薦をするよ
うな人々と自分を同列においたり比較し
たりはしない。彼らは仲間同志で互には
かり合ったり、互に比べ合ったりしてい
るが、知恵のないしわざである。 
10:13 しかし、わたしたちは限度をこえ
て誇るようなことはしない。むしろ、神
が割り当てて下さった地域の限度内で誇
るにすぎない。わたしはその限度にした
がって、あなたがたの所まで行ったので
ある。 
10:14 わたしたちは、あなたがたの所ま
で行けない者であるかのように、むりに
手を延ばしているのではない。事実、わ
たしたちが最初にキリストの福音を携え
て、あなたがたの所までも行ったのであ
る。 
10:15 わたしたちは限度をこえて、他人
の働きを誇るようなことはしない。ただ、
あなたがたの信仰が成長するにつれて、
わたしたちの働きの範囲があなたがたの
中でますます大きくなることを望んでい
る。 
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火曜日 9 月 15 日   偽教師を見抜く 

 

新約聖書には、クリスチャン共同体における偽教師に対する警告がいくつか含
まれています。イエスご自身も弟子たちに、同じことについて警告されました(マタ 

7:15～20)。使徒たちもこの点に注意を促しています(ガラ 1:6～9、I テモ 6:3～5、Ⅱペト

〔ペテ〕2:1～3)。 

 
問３ Ⅱコリント 11:1～15 を読んでください。パウロは、これらの偽教師たちによって

直面させられている問題を、どのように描いていますか。 

 

パウロは、偽教師たちの働きを暴露すると同時に、自分の宣教活動がキリスト
中心であることを指摘しています。彼はコリントの教会を花嫁にたとえ、自分のこ
とを、花嫁をキリストにささげる責任を負う父親と見なしています(Ⅱコリ 11:2)。彼が
そうするのは、教会を愛しているからです(同 11:11)。それゆえ、パウロは教会から
支援を受ける権利があったにもかかわらず、教会に経済的な負担をかけることを
望みませんでした(同 11:7～12)。 

一方、「大使徒たち」(これは皮肉を込めて偽教師たちを指しているようです)は、エバ
を欺いた蛇にたとえられています(Ⅱコリ 11:3)。エデンの園のサタンのように、コリ
ントの偽教師たちは、欺瞞と腐敗によって特徴づけられています(同 11:3、4)。パウ

10:16 あなたがたを越えた他の地域にま
で福音が告げ知らされるようになるこ
と、わたしたちが他の人々の領域で成し
遂げられた活動を誇らないことです。 
10:17「誇る者は主を誇れ。」 
10:18 自己推薦する者ではなく、主から
推薦される人こそ、適格者として受け入
れられるのです。 

10:16 こうして、わたしたちはほかの人
の地域ですでになされていることを誇る
ことはせずに、あなたがたを越えたさき
ざきにまで、福音を宣べ伝えたい。 
10:17 誇る者は主を誇るべきである。 
10:18 自分で自分を推薦する人ではな
く、主に推薦される人こそ、確かな人な
のである。 

エレ 9:23 （新共同訳） 
9:23 むしろ、誇る者は、この事を誇るが
よい/目覚めてわたしを知ることを。わた
しこそ主。この地に慈しみと正義と恵み
の業を行う事/その事をわたしは喜ぶ、と
主は言われる。 

 エレ 9:24 （口語訳） 
9:24 誇る者はこれを誇とせよ。すなわ
ち、さとくあって、わたしを知っている
こと、わたしが主であって、地に、いつ
くしみと公平と正義を行っている者であ
ることを知ることがそれである。わたし
はこれらの事を喜ぶと、主は言われる」。 

Ⅰコリ 1:1 （新共同訳） 
1:1 神の御心によって召されてキリス
ト・イエスの使徒となったパウロと、兄
弟ソステネから、 

 Ⅰコリ 1:1 （口語訳） 
1:1 神の御旨により召されてキリスト・
イエスの使徒となったパウロと、兄弟ソ
ステネから、 

Ⅱテモ 4:7 （新共同訳） 
4:7 わたしは、戦いを立派に戦い抜き、決
められた道を走りとおし、信仰を守り抜
きました。 

 Ⅱテモ 4:7 （口語訳） 
4:7 わたしは戦いをりっぱに戦いぬき、
走るべき行程を走りつくし、信仰を守り
とおした。 
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ロのおもな懸念は、彼らがコリントの信徒をキリストに対する誠実な献身と忠誠か
らそらしてしまうことでした。 

侵入者たちは、パウロが宣べ伝えたものとは異なるメッセージ、すなわち異なる
イエスや異なる福音を説いていました(Ⅱコリ 11:4)。これは、イエスを宣べ伝えるす
べての人が神から任命された器ではないことを示しています。その点に関して、イ
エスご自身がこう言われました。「わたしに向かって、『主よ、主よ』と言う者が皆、
天の国に入るわけではない。わたしの天の父の御心を行う者だけが入るのであ
る」〔口語訳「わたしにむかって『主よ、主よ』と言う者が、みな天国にはいるのではなく、た

だ、天にいますわが父の御旨を行う者だけが、はいるのである」〕(マタ 7:21)。ガラテヤ
1:6～9でパウロは、異なる福音を宣べ伝える者は自らに呪いを招くと述べていま
すが、コリントにはこの種の誤りを容認する者たちがいました。 

パウロは偽使徒たちを、「ずる賢い働き手であって、キリストの使徒を装ってい
る」〔口語訳「人をだます働き人であって、キリストの使徒に擬装しているにすぎない」〕

(Ⅱコリ 11:13)と述べて暴露しています。彼らは、ちょうど「サタンでさえ光の天使を
装(い)」、「サタンに仕える者たちが、義に仕える者を装う」〔口語訳「サタンも光の天

使に擬装する」、「サタンの手下どもが、義の奉仕者のように擬装した」〕(同 11:14、15)よう
に、キリストの使徒に変装するのです。なんと悲劇的な状況でしょう。キリストの僕
と称しながら、サタンの手先として働いているのです。パウロは、「彼らは、自分た
ちの業に応じた最期を遂げるでしょう」〔口語訳「彼らの最期は、そのしわざに合ったも

のとなろう」〕(同 11:15)という言葉で自分の考えを締めくくっています。 

【参考】英語テキストには続きに一段落あります。 

Look at how strongly he is reacting to error in the church! What should that say to 
us, as well? 

教会の過ちに対して、彼（パウロ）がどれほど強く反応しているか、考えてみましょう！
それは、私たちに何を伝えようとしているのでしょうか。 

84 

マタ 7:15～20 （新共同訳） 
7:15「偽預言者を警戒しなさい。彼らは
羊の皮を身にまとってあなたがたのとこ
ろに来るが、その内側は貪欲な狼である。 
7:16 あなたがたは、その実で彼らを見分
ける。茨からぶどうが、あざみからいち
じくが採れるだろうか。 
 
7:17 すべて良い木は良い実を結び、悪い
木は悪い実を結ぶ。 
7:18 良い木が悪い実を結ぶことはなく、
また、悪い木が良い実を結ぶこともでき
ない。 
7:19 良い実を結ばない木はみな、切り倒
されて火に投げ込まれる。 
7:20 このように、あなたがたはその実で
彼らを見分ける。」 

 マタ 7:15～20 （口語訳） 
7:15 にせ預言者を警戒せよ。彼らは、羊
の衣を着てあなたがたのところに来る
が、その内側は強欲なおおかみである。 
7:16 あなたがたは、その実によって彼ら
を見わけるであろう。茨からぶどうを、
あざみからいちじくを集める者があろう
か。 
7:17 そのように、すべて良い木は良い実
を結び、悪い木は悪い実を結ぶ。 
7:18 良い木が悪い実をならせることは
ないし、悪い木が良い実をならせること
はできない。 
7:19 良い実を結ばない木はことごとく
切られて、火の中に投げ込まれる。 
7:20 このように、あなたがたはその実に
よって彼らを見わけるのである。 
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ガラ 1:6～9 （新共同訳） 
1:6 キリストの恵みへ招いてくださった
方から、あなたがたがこんなにも早く離
れて、ほかの福音に乗り換えようとして
いることに、わたしはあきれ果てていま
す。 
1:7 ほかの福音といっても、もう一つ別
の福音があるわけではなく、ある人々が
あなたがたを惑わし、キリストの福音を
覆そうとしているにすぎないのです。 
1:8 しかし、たとえわたしたち自身であ
れ、天使であれ、わたしたちがあなたが
たに告げ知らせたものに反する福音を告
げ知らせようとするならば、呪われるが
よい。 
1:9 わたしたちが前にも言っておいたよ
うに、今また、わたしは繰り返して言い
ます。あなたがたが受けたものに反する
福音を告げ知らせる者がいれば、呪われ
るがよい。 

 ガラ 1:6～9 （口語訳） 
1:6 あなたがたがこんなにも早く、あな
たがたをキリストの恵みの内へお招きに
なったかたから離れて、違った福音に落
ちていくことが、わたしには不思議でな
らない。 
1:7 それは福音というべきものではな
く、ただ、ある種の人々があなたがたを
かき乱し、キリストの福音を曲げようと
しているだけのことである。 
1:8 しかし、たといわたしたちであろう
と、天からの御使であろうと、わたした
ちが宣べ伝えた福音に反することをあな
たがたに宣べ伝えるなら、その人はのろ
わるべきである。 
1:9 わたしたちが前に言っておいたよう
に、今わたしは重ねて言う。もしある人
が、あなたがたの受けいれた福音に反す
ることを宣べ伝えているなら、その人は
のろわるべきである。 

Ⅰテモ 6:3～5 （新共同訳） 
6:3 異なる教えを説き、わたしたちの主
イエス・キリストの健全な言葉にも、信
心に基づく教えにも従わない者がいれ
ば、 
6:4 その者は高慢で、何も分からず、議論
や口論に病みつきになっています。そこ
から、ねたみ、争い、中傷、邪推、 
 
6:5 絶え間ない言い争いが生じるので
す。これらは、精神が腐り、真理に背を
向け、信心を利得の道と考える者の間で
起こるものです。 

 Ⅰテモ 6:3～5 （口語訳） 
6:3 もし違ったことを教えて、わたした
ちの主イエス・キリストの健全な言葉、
ならびに信心にかなう教に同意しないよ
うな者があれば、 
6:4 彼は高慢であって、何も知らず、ただ
論議と言葉の争いとに病みついている者
である。そこから、ねたみ、争い、そし
り、さいぎの心が生じ、 
6:5 また知性が腐って、真理にそむき、信
心を利得と心得る者どもの間に、はてし
のないいがみ合いが起るのである。 

Ⅱペト 2:1～3 （新共同訳） 
2:1 かつて、民の中に偽預言者がいまし
た。同じように、あなたがたの中にも偽
教師が現れるにちがいありません。彼ら
は、滅びをもたらす異端をひそかに持ち
込み、自分たちを贖ってくださった主を
拒否しました。自分の身に速やかな滅び
を招いており、 
2:2 しかも、多くの人が彼らのみだらな
楽しみを見倣っています。彼らのために
真理の道はそしられるのです。 
2:3 彼らは欲が深く、うそ偽りであなた
がたを食い物にします。このような者た
ちに対する裁きは、昔から怠りなくなさ
れていて、彼らの滅びも滞ることはあり

 Ⅱペテ 2:1～3 （口語訳） 
2:1 しかし、民の間に、にせ預言者が起っ
たことがあるが、それと同じく、あなた
がたの間にも、にせ教師が現れるであろ
う。彼らは、滅びに至らせる異端をひそ
かに持ち込み、自分たちをあがなって下
さった主を否定して、すみやかな滅亡を
自分の身に招いている。 
2:2 また、大ぜいの人が彼らの放縦を見
習い、そのために、真理の道がそしりを
受けるに至るのである。 
2:3 彼らは、貪欲のために、甘言をもって
あなたがたをあざむき、利をむさぼるで
あろう。彼らに対するさばきは昔から猶
予なく行われ、彼らの滅亡も滞ることは
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ません。 ない。 
Ⅱコリ 11:1～15 （新共同訳） 
11:1 わたしの少しばかりの愚かさを我
慢してくれたらよいが。いや、あなたが
たは我慢してくれています。 
11:2 あなたがたに対して、神が抱いてお
られる熱い思いをわたしも抱いていま
す。なぜなら、わたしはあなたがたを純
潔な処女として一人の夫と婚約させた、
つまりキリストに献げたからです。 
11:3 ただ、エバが蛇の悪だくみで欺かれ
たように、あなたがたの思いが汚されて、
キリストに対する真心と純潔とからそれ
てしまうのではないかと心配していま
す。 
11:4 なぜなら、あなたがたは、だれかが
やって来てわたしたちが宣べ伝えたのと
は異なったイエスを宣べ伝えても、ある
いは、自分たちが受けたことのない違っ
た霊や、受け入れたことのない違った福
音を受けることになっても、よく我慢し
ているからです。 
11:5 あの大使徒たちと比べて、わたしは
少しも引けは取らないと思う。 
11:6 たとえ、話し振りは素人でも、知識
はそうではない。そして、わたしたちは
あらゆる点あらゆる面で、このことをあ
なたがたに示してきました。 
11:7 それとも、あなたがたを高めるた
め、自分を低くして神の福音を無報酬で
告げ知らせたからといって、わたしは罪
を犯したことになるでしょうか。 
11:8 わたしは、他の諸教会からかすめ取
るようにしてまでも、あなたがたに奉仕
するための生活費を手に入れました。 
11:9 あなたがたのもとで生活に不自由
したとき、だれにも負担をかけませんで
した。マケドニア州から来た兄弟たちが、
わたしの必要を満たしてくれたからで
す。そして、わたしは何事においてもあ
なたがたに負担をかけないようにしてき
たし、これからもそうするつもりです。 
11:10 わたしの内にあるキリストの真実
にかけて言います。このようにわたしが
誇るのを、アカイア地方で妨げられるこ
とは決してありません。 
11:11 なぜだろうか。わたしがあなたが
たを愛していないからだろうか。神がご

 Ⅱコリ 11:1～15 （口語訳） 
11:1 わたしが少しばかり愚かなことを
言うのを、どうか、忍んでほしい。もち
ろん忍んでくれるのだ。 
11:2 わたしは神の熱情をもって、あなた
がたを熱愛している。あなたがたを、き
よいおとめとして、ただひとり男子キリ
ストにささげるために、婚約させたので
ある。 
11:3 ただ恐れるのは、エバがへびの悪巧
みで誘惑されたように、あなたがたの思
いが汚されて、キリストに対する純情と
貞操とを失いはしないかということであ
る。 
11:4 というのは、もしある人がきて、わ
たしたちが宣べ伝えもしなかったような
異なるイエスを宣べ伝え、あるいは、あ
なたがたが受けたことのない違った霊を
受け、あるいは、受けいれたことのない
違った福音を聞く場合に、あなたがたは
よくもそれを忍んでいる。 
11:5 事実、わたしは、あの大使徒たちに
いささかも劣ってはいないと思う。 
11:6 たとい弁舌はつたなくても、知識は
そうでない。わたしは、事ごとに、いろ
いろの場合に、あなたがたに対してそれ
を明らかにした。 
11:7 それとも、あなたがたを高めるため
に自分を低くして、神の福音を価なしに
あなたがたに宣べ伝えたことが、罪にな
るのだろうか。 
11:8 わたしは他の諸教会をかすめたと
言われながら得た金で、あなたがたに奉
仕し、 
11:9 あなたがたの所にいて貧乏をした
時にも、だれにも負担をかけたことはな
かった。わたしの欠乏は、マケドニヤか
らきた兄弟たちが、補ってくれた。こう
して、わたしはすべての事につき、あな
たがたに重荷を負わせまいと努めてきた
し、今後も努めよう。 
11:10 わたしの内にあるキリストの真実
にかけて言う、この誇がアカヤ地方で封
じられるようなことは、決してない。 
 
11:11 なぜであるか。わたしがあなたが
たを愛していないからか。それは、神が
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存じです。 
11:12 わたしは今していることを今後も
続けるつもりです。それは、わたしたち
と同様に誇れるようにと機会をねらって
いる者たちから、その機会を断ち切るた
めです。 
11:13 こういう者たちは偽使徒、ずる賢
い働き手であって、キリストの使徒を装
っているのです。 
11:14 だが、驚くには当たりません。サタ
ンでさえ光の天使を装うのです。 
11:15 だから、サタンに仕える者たちが、
義に仕える者を装うことなど、大したこ
とではありません。彼らは、自分たちの
業に応じた最期を遂げるでしょう。 

ご存じである。 
11:12 しかし、わたしは、現在しているこ
とを今後もしていこう。それは、わたし
たちと同じように誇りうる立ち場を得よ
うと機会をねらっている者どもから、そ
の機会を断ち切ってしまうためである。 
11:13 こういう人々はにせ使徒、人をだ
ます働き人であって、キリストの使徒に
擬装しているにすぎないからである。 
11:14 しかし、驚くには及ばない。サタン
も光の天使に擬装するのだから。 
11:15 だから、たといサタンの手下ども
が、義の奉仕者のように擬装したとして
も、不思議ではない。彼らの最期は、そ
のしわざに合ったものとなろう。 

マタ 7:21 （新共同訳） 
7:21 わたしに向かって、『主よ、主よ』と
言う者が皆、天の国に入るわけではない。
わたしの天の父の御心を行う者だけが入
るのである。 

 マタ 7:21 （口語訳） 
7:21 わたしにむかって『主よ、主よ』と
言う者が、みな天国にはいるのではなく、
ただ、天にいますわが父の御旨を行う者
だけが、はいるのである。 

 

水曜日 9 月 16 日  福音のために苦しむ 
 

偽教師たちがサタンの手先であることを暴露したあと(Ⅱコリ 11:1～15)、パウロは
今や、愚か者のように少しばかり自慢することで、彼らのやり方を「まねて」います
(同 11:16～21)。それは、コリントの信徒に、偽教師たちの言葉に耳を傾けることが
いかに愚かなことであるかを悟らせるためでした。もしコリントの信徒が彼らを高
く評価するのであれば、パウロはさらに高い評価を受けるに値しました。福音のた
めに受けた数々の苦しみは、彼がキリストの忠実な僕であったことを示しています
(同 11:22、23)。 
 

問４ Ⅱコリント 11:22～28 を読んでください。ここでパウロは何を言おうとしている
のでしょうか。 

 

ユダヤ人であるというパウロの資格は、偽教師たちの資格と同じですが(Ⅱコリ 

11:22)、キリストに対する彼の奉仕は、彼らの奉仕を圧倒しています(同 11:23)。
「(彼らは)キリストに仕える者なのか」〔口語訳「彼らはキリストの僕なのか」〕と彼は尋
ね、その答えとして、「わたしは彼ら以上にそうなのです」〔口語訳「わたしは彼ら以上

にそうである」〕と述べています。彼の苦労は遥かにずっと多く、投獄もずっと頻繁
で、鞭打ちはずっと激しいものでした。 

しかし、それだけではありません。彼の苦しみのリストには、39回の鞭打ちが５
度(Ⅱコリ 11:24)、鞭で打たれたこと、石を投げつけられたこと、難船、海での漂流
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(同 11:25)、旅での難、川の難、盗賊の難、同胞からの難（同国民の難）、異邦人からの
難（異邦人の難）、町での難（都会の難）、荒れ野での難（荒野の難）、海上の難、偽の兄弟
たちからの難（にせ兄弟の難）(同 11:26)、過酷な苦労、疲れ果てるような骨折り、眠れ
ぬ夜、飢え、渴き、食料不足、寒さ、裸(同 11:27)が含まれています。それだけでは
足りないかのように、彼は教会に対する深い心配のために、精神的な苦悩にも対
処しなければなりませんでした(同 11:28)。 

キリストの真の僕だけが、福音のためにこのような苦しみを進んで受け入れる
のでしょう。もしパウロが自分の苦しみを本当に誇るのであれば、語るべきことは
たくさんありました。しかし、手紙の次の部分は、パウロの誇りの根拠が、キリスト
のために彼がしたことではなく、彼のためにキリストがなされたことにあることを示
しています。パウロは、神の力が人間の弱さの中でこそ、より顕著にあらわれるこ
とを知っていました(同 12:9、10)。神はパウロの身に一つのとげを与えることで(同

12:7)、彼が自分の功績を誇ることがないように守られました。これによって、パウ
ロは謙虚になり、自分の弱さを自覚し、神の力に頼り、神の恵みと憐れみをより多
く受けられる状態にあり続けたのでした。 

 

【参考】英語テキストには以下の英文があります。 

Have you also been suffering for the sake of the gospel? What have you learned from 
this experience? How can the way Paul dealt with his sufferings help you deal with 
yours? 

あなたも福音のために苦難に耐えてきましたか。その経験から何を学びましたか。パ
ウロが苦しみと向き合った姿勢は、あなたが自分の苦しみと向き合う上で、どのよう
に役立ちますか。 

85 

Ⅱコリ 11:1～28 （新共同訳） 
11:1 わたしの少しばかりの愚かさを我
慢してくれたらよいが。いや、あなたが
たは我慢してくれています。 
11:2 あなたがたに対して、神が抱いてお
られる熱い思いをわたしも抱いていま
す。なぜなら、わたしはあなたがたを純
潔な処女として一人の夫と婚約させた、
つまりキリストに献げたからです。 
11:3 ただ、エバが蛇の悪だくみで欺かれ
たように、あなたがたの思いが汚されて、
キリストに対する真心と純潔とからそれ
てしまうのではないかと心配していま
す。 
11:4 なぜなら、あなたがたは、だれかが
やって来てわたしたちが宣べ伝えたのと
は異なったイエスを宣べ伝えても、ある
いは、自分たちが受けたことのない違っ
た霊や、受け入れたことのない違った福

 Ⅱコリ 11:1～28 （口語訳） 
11:1 わたしが少しばかり愚かなことを
言うのを、どうか、忍んでほしい。もち
ろん忍んでくれるのだ。 
11:2 わたしは神の熱情をもって、あなた
がたを熱愛している。あなたがたを、き
よいおとめとして、ただひとり男子キリ
ストにささげるために、婚約させたので
ある。 
11:3 ただ恐れるのは、エバがへびの悪巧
みで誘惑されたように、あなたがたの思
いが汚されて、キリストに対する純情と
貞操とを失いはしないかということであ
る。 
11:4 というのは、もしある人がきて、わ
たしたちが宣べ伝えもしなかったような
異なるイエスを宣べ伝え、あるいは、あ
なたがたが受けたことのない違った霊を
受け、あるいは、受けいれたことのない
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音を受けることになっても、よく我慢し
ているからです。 
11:5 あの大使徒たちと比べて、わたしは
少しも引けは取らないと思う。 
11:6 たとえ、話し振りは素人でも、知識
はそうではない。そして、わたしたちは
あらゆる点あらゆる面で、このことをあ
なたがたに示してきました。 
11:7 それとも、あなたがたを高めるた
め、自分を低くして神の福音を無報酬で
告げ知らせたからといって、わたしは罪
を犯したことになるでしょうか。 
11:8 わたしは、他の諸教会からかすめ取
るようにしてまでも、あなたがたに奉仕
するための生活費を手に入れました。 
11:9 あなたがたのもとで生活に不自由
したとき、だれにも負担をかけませんで
した。マケドニア州から来た兄弟たちが、
わたしの必要を満たしてくれたからで
す。そして、わたしは何事においてもあ
なたがたに負担をかけないようにしてき
たし、これからもそうするつもりです。 
11:10 わたしの内にあるキリストの真実
にかけて言います。このようにわたしが
誇るのを、アカイア地方で妨げられるこ
とは決してありません。 
11:11 なぜだろうか。わたしがあなたが
たを愛していないからだろうか。神がご
存じです。 
11:12 わたしは今していることを今後も
続けるつもりです。それは、わたしたち
と同様に誇れるようにと機会をねらって
いる者たちから、その機会を断ち切るた
めです。 
11:13 こういう者たちは偽使徒、ずる賢
い働き手であって、キリストの使徒を装
っているのです。 
11:14 だが、驚くには当たりません。サタ
ンでさえ光の天使を装うのです。 
11:15 だから、サタンに仕える者たちが、
義に仕える者を装うことなど、大したこ
とではありません。彼らは、自分たちの
業に応じた最期を遂げるでしょう。 
11:16 もう一度言います。だれもわたし
を愚か者と思わないでほしい。しかし、
もしあなたがたがそう思うなら、わたし
を愚か者と見なすがよい。そうすれば、
わたしも少しは誇ることができる。 

違った福音を聞く場合に、あなたがたは
よくもそれを忍んでいる。 
11:5 事実、わたしは、あの大使徒たちに
いささかも劣ってはいないと思う。 
11:6 たとい弁舌はつたなくても、知識は
そうでない。わたしは、事ごとに、いろ
いろの場合に、あなたがたに対してそれ
を明らかにした。 
11:7 それとも、あなたがたを高めるため
に自分を低くして、神の福音を価なしに
あなたがたに宣べ伝えたことが、罪にな
るのだろうか。 
11:8 わたしは他の諸教会をかすめたと
言われながら得た金で、あなたがたに奉
仕し、 
11:9 あなたがたの所にいて貧乏をした
時にも、だれにも負担をかけたことはな
かった。わたしの欠乏は、マケドニヤか
らきた兄弟たちが、補ってくれた。こう
して、わたしはすべての事につき、あな
たがたに重荷を負わせまいと努めてきた
し、今後も努めよう。 
11:10 わたしの内にあるキリストの真実
にかけて言う、この誇がアカヤ地方で封
じられるようなことは、決してない。 
11:11 なぜであるか。わたしがあなたが
たを愛していないからか。それは、神が
ご存じである。 
 
11:12 しかし、わたしは、現在しているこ
とを今後もしていこう。それは、わたし
たちと同じように誇りうる立ち場を得よ
うと機会をねらっている者どもから、そ
の機会を断ち切ってしまうためである。 
11:13 こういう人々はにせ使徒、人をだ
ます働き人であって、キリストの使徒に
擬装しているにすぎないからである。 
11:14 しかし、驚くには及ばない。サタン
も光の天使に擬装するのだから。 
11:15 だから、たといサタンの手下ども
が、義の奉仕者のように擬装したとして
も、不思議ではない。彼らの最期は、そ
のしわざに合ったものとなろう。 
11:16 繰り返して言うが、だれも、わたし
を愚か者と思わないでほしい。もしそう
思うなら、愚か者あつかいにされてもよ
いから、わたしにも、少し誇らせてほし
い。 
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11:17 わたしがこれから話すことは、主
の御心に従ってではなく、愚か者のよう
に誇れると確信して話すのです。 
 
11:18 多くの者が肉に従って誇っている
ので、わたしも誇ることにしよう。 
11:19 賢いあなたがたのことだから、喜
んで愚か者たちを我慢してくれるでしょ
う。 
11:20 実際、あなたがたはだれかに奴隷
にされても、食い物にされても、取り上
げられても、横柄な態度に出られても、
顔を殴りつけられても、我慢しています。 
11:21 言うのも恥ずかしいことですが、
わたしたちの態度は弱すぎたのです。だ
れかが何かのことであえて誇ろうとする
なら、愚か者になったつもりで言います
が、わたしもあえて誇ろう。 
11:22 彼らはヘブライ人なのか。わたし
もそうです。イスラエル人なのか。わた
しもそうです。アブラハムの子孫なのか。
わたしもそうです。 
11:23 キリストに仕える者なのか。気が
変になったように言いますが、わたしは
彼ら以上にそうなのです。苦労したこと
はずっと多く、投獄されたこともずっと
多く、鞭打たれたことは比較できないほ
ど多く、死ぬような目に遭ったことも
度々でした。 
11:24 ユダヤ人から四十に一つ足りない
鞭を受けたことが五度。 
11:25 鞭で打たれたことが三度、石を投
げつけられたことが一度、難船したこと
が三度。一昼夜海上に漂ったこともあり
ました。 
11:26 しばしば旅をし、川の難、盗賊の
難、同胞からの難、異邦人からの難、町
での難、荒れ野での難、海上の難、偽の
兄弟たちからの難に遭い、 
11:27 苦労し、骨折って、しばしば眠らず
に過ごし、飢え渇き、しばしば食べずに
おり、寒さに凍え、裸でいたこともあり
ました。 
11:28 このほかにもまだあるが、その上
に、日々わたしに迫るやっかい事、あら
ゆる教会についての心配事があります。 

11:17 いま言うことは、主によって言う
のではなく、愚か者のように、自分の誇
とするところを信じきって言うのであ
る。 
11:18 多くの人が肉によって誇っている
から、わたしも誇ろう。 
11:19 あなたがたは賢い人たちなのだか
ら、喜んで愚か者を忍んでくれるだろう。 
 
11:20 実際、あなたがたは奴隷にされて
も、食い倒されても、略奪されても、い
ばられても、顔をたたかれても、それを
忍んでいる。 
11:21 言うのも恥ずかしいことだが、わ
たしたちは弱すぎたのだ。もしある人が
あえて誇るなら、わたしは愚か者になっ
て言うが、わたしもあえて誇ろう。 
 
11:22 彼らはヘブル人なのか。わたしも
そうである。彼らはイスラエル人なのか。
わたしもそうである。彼らはアブラハム
の子孫なのか。わたしもそうである。 
11:23 彼らはキリストの僕なのか。わた
しは気が狂ったようになって言う、わた
しは彼ら以上にそうである。苦労したこ
とはもっと多く、投獄されたことももっ
と多く、むち打たれたことは、はるかに
おびただしく、死に面したこともしばし
ばあった。 
11:24 ユダヤ人から四十に一つ足りない
むちを受けたことが五度、 
11:25 ローマ人にむちで打たれたことが
三度、石で打たれたことが一度、難船し
たことが三度、そして、一昼夜、海の上
を漂ったこともある。 
11:26 幾たびも旅をし、川の難、盗賊の
難、同国民の難、異邦人の難、都会の難、
荒野の難、海上の難、にせ兄弟の難に会
い、 
11:27 労し苦しみ、たびたび眠られぬ夜
を過ごし、飢えかわき、しばしば食物が
なく、寒さに凍え、裸でいたこともあっ
た。 
11:28 なおいろいろの事があった外に、
日々わたしに迫って来る諸教会の心配ご
とがある。 

Ⅱコリ 12:7～10 （新共同訳） 
12:7 また、あの啓示された事があまりに

 Ⅱコリ 12:7～10 （口語訳） 
12:7 そこで、高慢にならないように、わ
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もすばらしいからです。それで、そのた
めに思い上がることのないようにと、わ
たしの身に一つのとげが与えられまし
た。それは、思い上がらないように、わ
たしを痛めつけるために、サタンから送
られた使いです。 
12:8 この使いについて、離れ去らせてく
ださるように、わたしは三度主に願いま
した。 
12:9 すると主は、「わたしの恵みはあな
たに十分である。力は弱さの中でこそ十
分に発揮されるのだ」と言われました。
だから、キリストの力がわたしの内に宿
るように、むしろ大いに喜んで自分の弱
さを誇りましょう。 
12:10 それゆえ、わたしは弱さ、侮辱、窮
乏、迫害、そして行き詰まりの状態にあ
っても、キリストのために満足していま
す。なぜなら、わたしは弱いときにこそ
強いからです。 

たしの肉体に一つのとげが与えられた。
それは、高慢にならないように、わたし
を打つサタンの使なのである。 
 
 
 
12:8 このことについて、わたしは彼を離
れ去らせて下さるようにと、三度も主に
祈った。 
12:9 ところが、主が言われた、「わたしの
恵みはあなたに対して十分である。わた
しの力は弱いところに完全にあらわれ
る」。それだから、キリストの力がわたし
に宿るように、むしろ、喜んで自分の弱
さを誇ろう。 
12:10 だから、わたしはキリストのため
ならば、弱さと、侮辱と、危機と、迫害
と、行き詰まりとに甘んじよう。なぜな
ら、わたしが弱い時にこそ、わたしは強
いからである。  

 

木曜日 9 月 17 日  悔い改めない人々への訴え 

 
Ⅱコリント12:14～13:10でパウロは、三度目の訪問について、コリントの教会に

伝えています(Ⅱコリ 12:14、13:1)。彼は、自分が偽使徒の誰にも劣らないことをす
でに示し、今や、再びコリントを訪れて悔い改めない教会員たちを立ち直らせるこ
とに自信を持っていました。実際、それが訪問のおもな目的の一つでした。パウロ
の行いも言葉も、すべては教会を造り上げるためのものでした(同 12:19)。 

 
問５ Ⅰコリント 12:20、21 を読んでください。コリントの教会の霊的な状態を脅かし

ていたのは、どんな罪でしたか。 
 

Ⅱコリント12:20、21に挙げられている罪のリストは、パウロの手紙のほかの箇
所(ロマ 1:29～31、ガラ 5:19～21)に見られる罪のリストと似ています。最初の二つは
Ⅰコリント3:3に登場しており、パウロはコリントの教会員の間の嫉妬と争いに言
及しています。パウロは、三度目の訪問の時にも状況があまり変わっていないの
ではないかと心配していました。「わたしは心配しています。そちらに行ってみる
と、あなたがたがわたしの期待していたような人たちではな……い、ということにな
らないだろうか」〔口語訳「わたしは、こんな心配をしている。わたしが行ってみると、もし

かしたら、あなたがたがわたしの願っているような者ではな……いことになりはすまいか」〕

と、彼は言い、また逆に、「わたしの方もあなたがたの期待どおりの者ではない、と
いうことにならないだろうか」〔口語訳「わたしも、あなたがたの願っているような者でな
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いことになりはすまいか」〕(Ⅱコリ 12:20)とも言っています。これは、パウロが「キリスト
の優しさと心の広さとをもって」〔口語訳「キリストの優しさ、寛大さをもって」〕(同 10:1)

彼らに対処するのではなく、「すべての不従順を罰する用意ができてい(る)」〔口語

訳「すべて不従順な者を処罰しようと、用意している」〕(同 10:6)という意味です。 
パウロのおもな懸念は、「不潔な行い、みだらな行い、ふしだらな行い」〔口語訳

「汚れと不品行と好色」〕(同 12:21)に関わっていた教会員が悔い改めていないかもし
れないということでした。そして、このような罪こそが教会に分裂を引き起こすので
す。 
次にパウロは、罪を犯した信徒を立ち直らせるための教会の懲戒の役割に焦点

を合わせます(同 13:1～4)。弱さは、罪深い生き方の言い訳になりません。勝利の
人生を送りたいと願う人は、力を得ることができます(同 13:4)。コリントの信徒の中
に性的な罪を犯している者がいた事実は、神の力が彼らの生活の中で現実のも
のとなっていなかったことを示しています。パウロは、彼らが悔い改め、従順をも
たらす力を経験してほしいと願っていました。彼らを懲戒することは、最も望んで
いないことでした。「わたしたちは、あなたがたがどんな悪も行わないようにと、神
に祈っています。……あなたがたが善を行うためなのです。……あなたがたが完全
な者になることをも、わたしたちは祈っています」〔口語訳「わたしたちは、あなたがた

がどんな悪をも行わないようにと、神に祈る。……あなたがたに良い行いをしてもらいたい

ためである。……わたしたちが特に祈るのは、あなたがたが完全に良くなってくれることであ

る」〕(同 13:7、9)と、彼は言っています。なんと美しい祈りでしょう！ 
 

【参考】 英語テキストにある英文 

Read 2 Corinthians 13:5. What does it mean to be in the faith? How can you know that 
you are in the faith? 

Ⅱコリント13:5を読んでください。「信仰をもって生きている」〔口語訳「信仰がある」〕と
はどういう意味でしょうか。自分が信仰をもって生きている（信仰がある）ことを、どう
すれば知ることができるでしょうか。  

86 

Ⅱコリ 12:14～21 （新共同訳） 
12:14 わたしはそちらに三度目の訪問を
しようと準備しているのですが、あなた
がたに負担はかけません。わたしが求め
ているのは、あなたがたの持ち物ではな
く、あなたがた自身だからです。子は親
のために財産を蓄える必要はなく、親が
子のために蓄えなければならないので
す。 
12:15 わたしはあなたがたの魂のために
大いに喜んで自分の持ち物を使い、自分
自身を使い果たしもしよう。あなたがた
を愛すれば愛するほど、わたしの方はま

 Ⅱコリ 12:14～21 （口語訳） 
12:14 さて、わたしは今、三度目にあなた
がたの所に行く用意をしている。しかし、
負担はかけないつもりである。わたしの
求めているのは、あなたがたの持ち物で
はなく、あなたがた自身なのだから。い
ったい、子供は親のために財をたくわえ
て置く必要はなく、親が子供のためにた
くわえて置くべきである。 
12:15 そこでわたしは、あなたがたの魂
のためには、大いに喜んで費用を使い、
また、わたし自身をも使いつくそう。わ
たしがあなたがたを愛すれば愛するほ
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すます愛されなくなるのでしょうか。 
 
12:16 わたしが負担をかけなかったとし
ても、悪賢くて、あなたがたからだまし
取ったということになっています。 
 
12:17 そちらに派遣した人々の中のだれ
によって、あなたがたをだましたでしょ
うか。 
12:18 テトスにそちらに行くように願
い、あの兄弟を同伴させましたが、その
テトスがあなたがたをだましたでしょう
か。わたしたちは同じ霊に導かれ、同じ
模範に倣って歩んだのではなかったので
すか。 
12:19 あなたがたは、わたしたちがあな
たがたに対し自己弁護をしているのだ
と、これまでずっと思ってきたのです。
わたしたちは神の御前で、キリストに結
ばれて語っています。愛する人たち、す
べてはあなたがたを造り上げるためなの
です。 
12:20 わたしは心配しています。そちら
に行ってみると、あなたがたがわたしの
期待していたような人たちではなく、わ
たしの方もあなたがたの期待どおりの者
ではない、ということにならないだろう
か。争い、ねたみ、怒り、党派心、そし
り、陰口、高慢、騒動などがあるのでは
ないだろうか。 
12:21 再びそちらに行くとき、わたしの
神があなたがたの前でわたしに面目を失
わせるようなことはなさらないだろう
か。以前に罪を犯した多くの人々が、自
分たちの行った不潔な行い、みだらな行
い、ふしだらな行いを悔い改めずにいる
のを、わたしは嘆き悲しむことになるの
ではないだろうか。 

ど、あなたがたからますます愛されなく
なるのであろうか。 
12:16 わたしは、あなたがたに重荷を負
わせなかったとしても、悪がしこくて、
あなたがたからだまし取ったのだと、人
は言う。 
12:17 わたしは、あなたがたにつかわし
た人たちのうちのだれかをとおして、あ
なたがたからむさぼり取っただろうか。 
12:18 わたしは、テトスに勧めてそちら
に行かせ、また、かの兄弟を同行させた。
テトスは、あなたがたからむさぼり取っ
たことがあろうか。わたしたちは、みな
同じ心で歩いたではないか。同じ足並み
で歩いたではないか。 
12:19 あなたがたは、わたしたちがあな
たがたに対して弁明をしているのだと、
今までずっと思ってきたであろう。しか
し、わたしたちは、神のみまえでキリス
トにあって語っているのである。愛する
者たちよ。これらすべてのことは、あな
たがたの徳を高めるためなのである。 
12:20 わたしは、こんな心配をしている。
わたしが行ってみると、もしかしたら、
あなたがたがわたしの願っているような
者ではなく、わたしも、あなたがたの願
っているような者でないことになりはす
まいか。もしかしたら、争い、ねたみ、
怒り、党派心、そしり、ざんげん、高慢、
騒乱などがありはすまいか。 
12:21 わたしが再びそちらに行った場
合、わたしの神が、あなたがたの前でわ
たしに恥をかかせ、その上、多くの人が
前に罪を犯していながら、その汚れと不
品行と好色とを悔い改めていないので、
わたしを悲しませることになりはすまい
か。 

Ⅱコリ 13:1～10 （新共同訳） 
13:1 わたしがあなたがたのところに行
くのは、これで三度目です。すべてのこ
とは、二人ないし三人の証人の口によっ
て確定されるべきです。 
13:2 以前罪を犯した人と、他のすべての
人々に、そちらでの二度目の滞在中に前
もって言っておいたように、離れている
今もあらかじめ言っておきます。今度そ
ちらに行ったら、容赦しません。 

 Ⅱコリ 13:1～10 （口語訳） 
13:1 わたしは今、三度目にあなたがたの
所に行こうとしている。すべての事がら
は、ふたりか三人の証人の証言によって
確定する。 
13:2 わたしは、前に罪を犯した者たちや
その他のすべての人々に、二度目に滞在
していたとき警告しておいたが、離れて
いる今またあらかじめ言っておく。今度
行った時には、決して容赦はしない。 
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13:3 なぜなら、あなたがたはキリストが
わたしによって語っておられる証拠を求
めているからです。キリストはあなたが
たに対しては弱い方でなく、あなたがた
の間で強い方です。 
13:4 キリストは、弱さのゆえに十字架に
つけられましたが、神の力によって生き
ておられるのです。わたしたちもキリス
トに結ばれた者として弱い者ですが、し
かし、あなたがたに対しては、神の力に
よってキリストと共に生きています。 
 
13:5 信仰を持って生きているかどうか
自分を反省し、自分を吟味しなさい。あ
なたがたは自分自身のことが分からない
のですか。イエス・キリストがあなたが
たの内におられることが。あなたがたが
失格者なら別ですが……。 
13:6 わたしたちが失格者でないことを、
あなたがたが知るようにと願っていま
す。 
13:7 わたしたちは、あなたがたがどんな
悪も行わないようにと、神に祈っていま
す。それはわたしたちが、適格者と見な
されたいからではなく、たとえ失格者と
見えようとも、あなたがたが善を行うた
めなのです。 
 
13:8 わたしたちは、何事も真理に逆らっ
てはできませんが、真理のためならばで
きます。 
13:9 わたしたちは自分が弱くても、あな
たがたが強ければ喜びます。あなたがた
が完全な者になることをも、わたしたち
は祈っています。 
13:10 遠くにいてこのようなことを書き
送るのは、わたしがそちらに行ったとき、
壊すためではなく造り上げるために主が
お与えくださった権威によって、厳しい
態度をとらなくても済むようにするため
です。 

13:3 なぜなら、あなたがたが、キリスト
のわたしにあって語っておられるという
証拠を求めているからである。キリスト
は、あなたがたに対して弱くはなく、あ
なたがたのうちにあって強い。 
13:4 すなわち、キリストは弱さのゆえに
十字架につけられたが、神の力によって
生きておられるのである。このように、
わたしたちもキリストにあって弱い者で
あるが、あなたがたに対しては、神の力
によって、キリストと共に生きるのであ
る。 
13:5 あなたがたは、はたして信仰がある
かどうか、自分を反省し、自分を吟味す
るがよい。それとも、イエス・キリスト
があなたがたのうちにおられることを、
悟らないのか。もし悟らなければ、あな
たがたは、にせものとして見捨てられる。 
13:6 しかしわたしは、自分たちが見捨て
られた者ではないことを、知っていても
らいたい。 
13:7 わたしたちは、あなたがたがどんな
悪をも行わないようにと、神に祈る。そ
れは、自分たちがほんとうの者であるこ
とを見せるためではなく、たといわたし
たちが見捨てられた者のようになって
も、あなたがたに良い行いをしてもらい
たいためである。 
13:8 わたしたちは、真理に逆らっては何
をする力もなく、真理にしたがえば力が
ある。 
13:9 わたしたちは、自分は弱くても、あ
なたがたが強ければ、それを喜ぶ。わた
したちが特に祈るのは、あなたがたが完
全に良くなってくれることである。 
13:10 こういうわけで、離れていて以上
のようなことを書いたのは、わたしがあ
なたがたの所に行ったとき、倒すためで
はなく高めるために主が授けて下さった
権威を用いて、きびしい処置をする必要
がないようにしたいためである。 

ロマ 1:29～31 （新共同訳） 
1:29 あらゆる不義、悪、むさぼり、悪意
に満ち、ねたみ、殺意、不和、欺き、邪
念にあふれ、陰口を言い、 
 
1:30 人をそしり、神を憎み、人を侮り、
高慢であり、大言を吐き、悪事をたくら

 ロマ 1:29～31 （口語訳） 
1:29 すなわち、彼らは、あらゆる不義と
悪と貪欲と悪意とにあふれ、ねたみと殺
意と争いと詐欺と悪念とに満ち、また、
ざん言する者、 
1:30 そしる者、神を憎む者、不遜な者、
高慢な者、大言壮語する者、悪事をたく



 

19 

み、親に逆らい、 
1:31 無知、不誠実、無情、無慈悲です。 

らむ者、親に逆らう者となり、 
1:31 無知、不誠実、無情、無慈悲な者と
なっている。 

ガラ 5:19～21 （新共同訳） 
5:19 肉の業は明らかです。それは、姦淫、
わいせつ、好色、 
5:20 偶像礼拝、魔術、敵意、争い、そね
み、怒り、利己心、不和、仲間争い、 
5:21 ねたみ、泥酔、酒宴、その他このた
ぐいのものです。以前言っておいたよう
に、ここでも前もって言いますが、この
ようなことを行う者は、神の国を受け継
ぐことはできません。 

 ガラ 5:19～21 （口語訳） 
5:19 肉の働きは明白である。すなわち、
不品行、汚れ、好色、 
5:20 偶像礼拝、まじない、敵意、争い、
そねみ、怒り、党派心、分裂、分派、 
5:21 ねたみ、泥酔、宴楽、および、その
たぐいである。わたしは以前も言ったよ
うに、今も前もって言っておく。このよ
うなことを行う者は、神の国をつぐこと
がない。 

Ⅰコリ 3:3 （新共同訳） 
3:3 相変わらず肉の人だからです。お互
いの間にねたみや争いが絶えない以上、
あなたがたは肉の人であり、ただの人と
して歩んでいる、ということになりはし
ませんか。 

 Ⅰコリ 3:3 （口語訳） 
3:3 あなたがたはまだ、肉の人だからで
ある。あなたがたの間に、ねたみや争い
があるのは、あなたがたが肉の人であっ
て、普通の人間のように歩いているため
ではないか。 

Ⅱコリ 10:1～6 （新共同訳） 
10:1 さて、あなたがたの間で面と向かっ
ては弱腰だが、離れていると強硬な態度
に出る、と思われている、このわたしパ
ウロが、キリストの優しさと心の広さと
をもって、あなたがたに願います。 
10:2 わたしたちのことを肉に従って歩
んでいると見なしている者たちに対して
は、勇敢に立ち向かうつもりです。わた
しがそちらに行くときには、そんな強硬
な態度をとらずに済むようにと願ってい
ます。 
10:3 わたしたちは肉において歩んでい
ますが、肉に従って戦うのではありませ
ん。  
10:4 わたしたちの戦いの武器は肉のも
のではなく、神に由来する力であって要
塞も破壊するに足ります。わたしたちは
理屈を打ち破り、 
10:5 神の知識に逆らうあらゆる高慢を
打ち倒し、あらゆる思惑をとりこにして
キリストに従わせ、 
10:6 また、あなたがたの従順が完全なも
のになるとき、すべての不従順を罰する
用意ができています。 

 Ⅱコリ 10:1～6 （口語訳） 
10:1 さて、「あなたがたの間にいて面と
向かってはおとなしいが、離れていると、
気が強くなる」このパウロが、キリスト
の優しさ、寛大さをもって、あなたがた
に勧める。 
10:2 わたしたちを肉に従って歩いてい
るかのように思っている人々に対して
は、わたしは勇敢に行動するつもりであ
るが、あなたがたの所では、どうか、そ
のような思いきったことをしないですむ
ようでありたい。 
10:3 わたしたちは、肉にあって歩いては
いるが、肉に従って戦っているのではな
い。 
10:4 わたしたちの戦いの武器は、肉のも
のではなく、神のためには要塞をも破壊
するほどの力あるものである。わたした
ちはさまざまな議論を破り、 
10:5 神の知恵に逆らって立てられたあ
らゆる障害物を打ちこわし、すべての思
いをとりこにしてキリストに服従させ、 
10:6 そして、あなたがたが完全に服従し
た時、すべて不従順な者を処罰しようと、
用意しているのである。 
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金曜日 9 月 18 日  さらなる研究 

 

「主は、過去の誤りや過ちが繰り返されないよう、ご自分の民を守っておられる。こ
れまでも常に偽教師は数多く存在し、誤った教理や不道徳な行いを唱え、偽りの原
則に基づき、巧妙に覆い隠された欺瞞的な方法で働き、できれば選民さえも惑わそ
うと努めてきた」(『アドベント·レビュー·アンド·サバス·ヘラルド』 1904 年 1 月 7 日号、英文 )。 

【参考】 —— Ellen G. White, in The Advent Review and Sabbath Herald, January 7, 1904.  

“The Lord is guarding his people against a repetition of the errors and mistakes of the 
past. There have always abounded false teachers who, advocating erroneous doctrines 
and unholy practices, and working upon false principles in a most specious, covered, 
deceptive manner, have endeavored to deceive, if possible, the very elect.” 

「主は、私たちが試されることを意図しておられる。それは、私たちが生ける御言葉
を綿密に吟味し、自分が信仰を持って生きているかどうか、確認する必要性を知る
ためである。真理を信じていると主張する多くの人が、『わたしは金持ちだ。満ち足り
ている。何一つ必要な物はない』と言って、安楽にふけっている」(『著者と編集者への勧告』 

36 ページ、英文)。 

【参考】 —— Ellen G. White, Counsels to Writers and Editors, p. 36. 

“The Lord designs that our opinions shall be put to the test, that we may see the 
necessity of closely examining the living oracles to see whether or not we are in the 
faith. Many who claim to believe the truth have settled down at their ease, saying, ‘I 
am rich, and increased with goods, and have need of nothing.’ ” 

「人は、真理がはっきりと示されているにもかかわらず、誤りを受け入れてしまう。
しかし、もし彼らが自分の考えの正しさを証明するために、自分の教理の光に照らし
て神の言葉を読むのではなく、自分の教理を神の言葉に照らし合わせるならば、彼
らは闇や盲目の中を歩むことも、誤りを心に抱くこともないだろう。多くの人は聖書
の言葉に、都合のよい意味を与え、神の言葉を誤って解釈することで自らを惑わし、
他者を欺いている。神の言葉の研究に取り組む際には、謙虚な心で臨むべきであ
り、あらゆる利已心や独創性への愛着は捨て去るべきである。長年抱いてきた意見
を、絶対に正しいものと見なしてはならない」(『著者と編集者への勧告』 36、37 ページ、英

文)。 

【参考】 —— Ellen G. White, Counsels to Writers and Editors, pp. 36, 37. 

“Men entertain errors, when the truth is clearly marked out; and if they would but 
bring their doctrines to the word of God, and not read the word of God in the light 
of their doctrines, to prove their ideas right, they would not walk in darkness and 
blindness, or cherish error. Many give the words of Scripture a meaning that suits 
their own opinions, and they mislead themselves and deceive others by their 
misinterpretations of God’s word. As we take up the study of God’s word, we should 
do so with humble hearts. All selfishness, all love of originality, should be laid aside. 
Long-cherished opinions must not be regarded as infallible.” 
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話し合いのための質問 

① Ⅱコリント 10:1～6 を読み直してください。神の真理のための霊的な「戦い」に
立ち向かうパウロの戦略は、どのようなものですか。また、私たちはその戦略
を自分自身の霊的な戦いに、どう適用することができるでしょうか。 

② 聖書は、終わりが来る前に多くの偽教師が人々を真理から引き離そうとするだ
ろうと述べています。あなたの所属教会は、(同じ教会内にさえいるかもしれない)
偽教師に教会員が惑わされないようにするため、どんなことができますか。こ
のことは、教会の使命を果たすうえで、なぜ重要なのでしょうか 

③ なぜパウロは、長い苦しみのリスト(Ⅱコリ 11:16～33)を誇る必要があると考えた
のでしょうか。また、「主を誇る」とは、どういう意味でしょうか。 

④ 信仰を持って生きているかどうかを確かめるために、教会員が自分自身を吟味
することは、なぜ重要なのですか(Ⅱコリ 13:5)。そうすることで、どんな違いが生
じるでしょうか。 

87 

 【参考】副読本にある《概要》を転載します。 

パウロがコリントの教会に仕えているとき、彼は、彼の権威を疑い、福音の純粋さ
から教会を遠ざけようとする偽りの教師たちに直面しました。彼は、これが単なる指
導者同士の陰謀以上のものであり、霊の戦いであると理解していました。霊の戦い
は、キリストの柔和さと優しさだけでなく、そのような争闘に必要な確固たる意志で
戦わなければならないと、パウロは教えています。結局、わたしたちの闘いは、血肉を
相手にするものではなく、悪の諸霊に対するものだからです（エフェソ〔エペソ〕6:12）。 
この霊の戦いにおいて、勝利が私たちの強さや知恵の結果ではなく、私たちの中に

働き、私たちを通してなされる神の御業の実であることを、私たちは認識しなければ
なりません。最終的には、これは神の戦いです。神は偽りの教師たちの行いを見てお
り、彼らとその教えに裁きを下すでしょう。それでも、神は私たちにこの戦いで役割を
果たすよう呼びかけています。イエスが私たちのために苦しまれたように、私たちの
役割が苦しみを招くことがあります。最終的に、罪を犯す兄弟姉妹と接する際、私た
ちは彼らに悔い改めを呼びかけなければなりません。もし彼らが拒否した場合は、教
会の規律が愛と祈りをもって適用されなければなりません。 

Ⅱコリ 10:1～6 （新共同訳） 
10:1 さて、あなたがたの間で面と向かっ
ては弱腰だが、離れていると強硬な態度
に出る、と思われている、このわたしパ
ウロが、キリストの優しさと心の広さと
をもって、あなたがたに願います。 
10:2 わたしたちのことを肉に従って歩
んでいると見なしている者たちに対して
は、勇敢に立ち向かうつもりです。わた
しがそちらに行くときには、そんな強硬
な態度をとらずに済むようにと願ってい
ます。 

 
 

Ⅱコリ 10:1～6 （口語訳） 
10:1 さて、「あなたがたの間にいて面と
向かってはおとなしいが、離れていると、
気が強くなる」このパウロが、キリスト
の優しさ、寛大さをもって、あなたがた
に勧める。 
10:2 わたしたちを肉に従って歩いてい
るかのように思っている人々に対して
は、わたしは勇敢に行動するつもりであ
るが、あなたがたの所では、どうか、そ
のような思いきったことをしないですむ
ようでありたい。 
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10:3 わたしたちは肉において歩んでい
ますが、肉に従って戦うのではありませ
ん。 
10:4 わたしたちの戦いの武器は肉のも
のではなく、神に由来する力であって要
塞も破壊するに足ります。わたしたちは
理屈を打ち破り、 
10:5 神の知識に逆らうあらゆる高慢を
打ち倒し、あらゆる思惑をとりこにして
キリストに従わせ、 
10:6 また、あなたがたの従順が完全なも
のになるとき、すべての不従順を罰する
用意ができています。 

10:3 わたしたちは、肉にあって歩いては
いるが、肉に従って戦っているのではな
い。 
10:4 わたしたちの戦いの武器は、肉のも
のではなく、神のためには要塞をも破壊
するほどの力あるものである。わたした
ちはさまざまな議論を破り、 
10:5 神の知恵に逆らって立てられたあ
らゆる障害物を打ちこわし、すべての思
いをとりこにしてキリストに服従させ、 
10:6 そして、あなたがたが完全に服従し
た時、すべて不従順な者を処罰しようと、
用意しているのである。 

Ⅱコリ 11:16～33 （新共同訳） 
11:16 もう一度言います。だれもわたし
を愚か者と思わないでほしい。しかし、
もしあなたがたがそう思うなら、わたし
を愚か者と見なすがよい。そうすれば、
わたしも少しは誇ることができる。 
11:17 わたしがこれから話すことは、主
の御心に従ってではなく、愚か者のよう
に誇れると確信して話すのです。 
 
11:18 多くの者が肉に従って誇っている
ので、わたしも誇ることにしよう。 
11:19 賢いあなたがたのことだから、喜
んで愚か者たちを我慢してくれるでしょ
う。 
11:20 実際、あなたがたはだれかに奴隷
にされても、食い物にされても、取り上
げられても、横柄な態度に出られても、
顔を殴りつけられても、我慢しています。 
11:21 言うのも恥ずかしいことですが、
わたしたちの態度は弱すぎたのです。だ
れかが何かのことであえて誇ろうとする
なら、愚か者になったつもりで言います
が、わたしもあえて誇ろう。 
11:22 彼らはヘブライ人なのか。わたし
もそうです。イスラエル人なのか。わた
しもそうです。アブラハムの子孫なのか。
わたしもそうです。 
11:23 キリストに仕える者なのか。気が
変になったように言いますが、わたしは
彼ら以上にそうなのです。苦労したこと
はずっと多く、投獄されたこともずっと
多く、鞭打たれたことは比較できないほ
ど多く、死ぬような目に遭ったことも
度々でした。 

 Ⅱコリ 11:16～33 （口語訳） 
11:16 繰り返して言うが、だれも、わたし
を愚か者と思わないでほしい。もしそう
思うなら、愚か者あつかいにされてもよ
いから、わたしにも、少し誇らせてほし
い。 
11:17 いま言うことは、主によって言う
のではなく、愚か者のように、自分の誇
とするところを信じきって言うのであ
る。 
11:18 多くの人が肉によって誇っている
から、わたしも誇ろう。 
11:19 あなたがたは賢い人たちなのだか
ら、喜んで愚か者を忍んでくれるだろう。 
 
11:20 実際、あなたがたは奴隷にされて
も、食い倒されても、略奪されても、い
ばられても、顔をたたかれても、それを
忍んでいる。 
11:21 言うのも恥ずかしいことだが、わ
たしたちは弱すぎたのだ。もしある人が
あえて誇るなら、わたしは愚か者になっ
て言うが、わたしもあえて誇ろう。 
 
11:22 彼らはヘブル人なのか。わたしも
そうである。彼らはイスラエル人なのか。
わたしもそうである。彼らはアブラハム
の子孫なのか。わたしもそうである。 
11:23 彼らはキリストの僕なのか。わた
しは気が狂ったようになって言う、わた
しは彼ら以上にそうである。苦労したこ
とはもっと多く、投獄されたことももっ
と多く、むち打たれたことは、はるかに
おびただしく、死に面したこともしばし
ばあった。 
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11:24 ユダヤ人から四十に一つ足りない
鞭を受けたことが五度。 
11:25 鞭で打たれたことが三度、石を投
げつけられたことが一度、難船したこと
が三度。一昼夜海上に漂ったこともあり
ました。 
11:26 しばしば旅をし、川の難、盗賊の
難、同胞からの難、異邦人からの難、町
での難、荒れ野での難、海上の難、偽の
兄弟たちからの難に遭い、 
11:27 苦労し、骨折って、しばしば眠らず
に過ごし、飢え渇き、しばしば食べずに
おり、寒さに凍え、裸でいたこともあり
ました。 
11:28 このほかにもまだあるが、その上
に、日々わたしに迫るやっかい事、あら
ゆる教会についての心配事があります。 
11:29 だれかが弱っているなら、わたし
は弱らないでいられるでしょうか。だれ
かがつまずくなら、わたしが心を燃やさ
ないでいられるでしょうか。 
11:30 誇る必要があるなら、わたしの弱
さにかかわる事柄を誇りましょう。 
11:31 主イエスの父である神、永遠にほ
めたたえられるべき方は、わたしが偽り
を言っていないことをご存じです。 
11:32 ダマスコでアレタ王の代官が、わ
たしを捕らえようとして、ダマスコの人
たちの町を見張っていたとき、 
11:33 わたしは、窓から籠で城壁づたい
につり降ろされて、彼の手を逃れたので
した。 

11:24 ユダヤ人から四十に一つ足りない
むちを受けたことが五度、 
11:25 ローマ人にむちで打たれたことが
三度、石で打たれたことが一度、難船し
たことが三度、そして、一昼夜、海の上
を漂ったこともある。 
11:26 幾たびも旅をし、川の難、盗賊の
難、同国民の難、異邦人の難、都会の難、
荒野の難、海上の難、にせ兄弟の難に会
い、 
11:27 労し苦しみ、たびたび眠られぬ夜
を過ごし、飢えかわき、しばしば食物が
なく、寒さに凍え、裸でいたこともあっ
た。 
11:28 なおいろいろの事があった外に、
日々わたしに迫って来る諸教会の心配ご
とがある。 
11:29 だれかが弱っているのに、わたし
も弱らないでおれようか。だれかが罪を
犯しているのに、わたしの心が燃えない
でおれようか。 
11:30 もし誇らねばならないのなら、わ
たしは自分の弱さを誇ろう。 
11:31 永遠にほむべき、主イエス・キリス
トの父なる神は、わたしが偽りを言って
いないことを、ご存じである。 
11:32 ダマスコでアレタ王の代官が、わ
たしを捕えるためにダマスコ人の町を監
視したことがあったが、 
11:33 その時わたしは窓から町の城壁づ
たいに、かごでつり降ろされて、彼の手
からのがれた。 

Ⅱコリ 13:5 （新共同訳） 
13:5 信仰を持って生きているかどうか
自分を反省し、自分を吟味しなさい。あ
なたがたは自分自身のことが分からない
のですか。イエス・キリストがあなたが
たの内におられることが。あなたがたが
失格者なら別ですが……。 

 Ⅱコリ 13:5 （口語訳） 
13:5 あなたがたは、はたして信仰がある
かどうか、自分を反省し、自分を吟味す
るがよい。それとも、イエス・キリスト
があなたがたのうちにおられることを、
悟らないのか。もし悟らなければ、あな
たがたは、にせものとして見捨てられる。  


